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１年 前期 総合英語１　（スピーキング） 総合英語２　（リーディング）
後期 総合英語３　（ライティング） 総合英語４　（リスニング）
２年 前期 総合英語５　（選択必修） 総合英語５　（選択必修）
後期 総合英語５　（選択必修） 総合英語５　（選択必修）
対象クラス数 回答者数 対象学部コース
総合英語１ 　　　　 42クラス 1108人 教・理・医・歯・薬・環・農
総合英語２ （29中）　28クラス 1040人 教・理・医・歯・薬・環・農
総合英語３ （44中）　43クラス 1104人 文・教育の一部・法・経・工・マッ
チングプログラム





































































平均値 5.86 5.55 5.71 5.75
標準偏差 1.11 2.11 1.69 1.18
習熟度別グループ グループ１ グループ２ グループ３
TOEIC IPスコアレンジ 395点以下 400－595点 600点以上
対象者数 401人 588人 119人






















　 β β β 　
教え方 　.47＊＊＊ .47＊＊＊ 　.63＊＊＊
教材（テキストなど） .08＊ .24＊＊＊ －.12＊＊　
アクティビティ 　.30＊＊＊ .14＊＊＊ 　.33＊＊＊ 　



































平均値 4.81 4.82 4.60 4.80
標準偏差 1.45 1.61 1.39 1.49
習熟度別グループ グループ１ グループ２ グループ３





























グル プー１ グル プー２ グル プー３
　 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員
　 β β β β β β
教え方 .53＊＊＊ .19＊ .39＊＊＊ .53＊＊＊ .65＊＊ .41＊＊
教材（テキストなど） .18＊ .24＊ .14 .11＊＊ .03 .24＊
アクティビティ .24＊＊＊ .40＊＊＊ .25＊＊ .28＊＊＊ .03 .15
R２ .75＊＊＊ .45＊＊＊ .35＊＊＊ .66＊＊＊ .44＊＊＊ .67＊＊＊
習熟度別グループ ネイティブ教員 日本人教員度数 パーセント 度数 パーセント
1 = 395点以下 　1 7 4.2 4 3.1
2 28 16.8 26 19.8
3 9 5.4 11 8.4
4 119 71.2 90 68.7
5 4 2.4 0 0.0
合計 167 100.0 131 100.0
2 = 400－595点　1 4 3.7 29 6.0
2 26 23.9 87 18.1
3 0 0.0 33 6.9
4 77 70.6 331 69.0
5 2 1.8 0 0.0
合計 109 100.0 480 100.0
3 = 600点以上 　1 1 2.6 0 0.0
2 21 53.8 13 17.6
3 0 0.0 5 6.7
4 17 43.6 54 73.0
5 0 0.0 2 2.7









































質問４－１ 質問４－２ 質問４－３ 質問４－４ 質問４－５ 授業満足度
度数 19 18 ２ ６ ０ 3.6
％ 42.2％ 40.0％ 4.4％ 13.4％ 0.0％
質問４－１ 質問４－２ 質問４－３ 質問４－４ 質問４－５ 授業満足度
度数 0 1 10 27 ０ 3.7
































（項目２） （項目３） （項目５） （項目10）
教え方 教材（テキストなど）アクティビティ 授業満足度
平均値 5.68 5.25 5.47 5.53
標準偏差 1.70 1.76 1.75 1.26









対象者数 293人 707人 104人






























グル プー１ グル プー２ グル プー３
　 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員
　 β β β β β β
教え方 -.15 .17*** .40*** .37*** .38** .46**
教材（テキストなど）  .39 .10* .34*** .19*** .10 .26
アクティビティ -.20 .61*** .07* .34*** .22 .29*




















度数 4.7 3.5 4.2 0 2 4 7 0 3.8 3.7

























（項目２） （項目３） （項目５） （項目10）
教え方 教材（テキストなど）アクティビティ 授業満足度
平均値 5.47 5.23 5.15 5.4
標準偏差 1.96 1.38 1.38 1.21
習熟度別グループ グループ１ グループ２ グループ３




（N: 0, J: 256）
764人
（N: 425, J: 339）
120人
（N: 82, J: 38）
授業満足度の平均値 5.53 5.30 5.80
グル プー１ グル プー２ グル プー３
　 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員 ネイティブ教員 日本人教員
　 β β β β β β
教え方 ― .04 .32*** .40*** .32** .30*
教材（テキストなど） ― .09 .45*** .20*** .45*** .31**
アクティビティ ― .11 .14 .30*** .14 .49***
R２ ― .02* .54*** .64*** .72*** .73***
－ 122 －
剱持　淑・大年　順子・阿部　正敏・荻野　勝・寺西　雅子・宇塚万里子
グループおよび担当教員グループによってやや異なっている。習熟度グループ１を担当した日本
人教員については、p値および標準偏回帰係数β値から、「教え方」、「教材（テキストなど）」、「ア
クティビティ」のいずれも授業満足度との関係性が見えない。しかし、授業満足度の数値はグルー
プ２より高くなっている。習熟度グループ２においては、ネイティブ教員では、特に「教材（テ
キストなど）」が、次に「教え方」が授業満足度に影響を与える要因と考えられる。一方、日本人
教員では、「教え方」、「アクティビティ」、「教材（テキストなど）」の順ですべてが授業満足度に
影響を与える要因として考えられる。習熟度グループ３においては、ネイティブ教員では、特に
「教材（テキストなど）」が、次に「教え方」が授業満足度に影響を与える要因として考えられる。
一方、日本人教員では、特に「アクティビティ」が授業満足度に強い影響を与える要因として考
えられ、次に「教材（テキスト）」、「教え方」の順で授業満足度に影響を与える要因として考えら
れる。
4.まとめ
　授業満足度に影響を与える要因に主眼をおいて、アンケート調査を実施した。「総合英語１」、
「総合英語２」、「総合英語３」、「総合英語４」のスキル別科目（スピーキング、リーディング、ラ
イティング、リスニング）の全クラスを、入学時４月のTOEIC IPスコアに基づく習熟度別クラ
スの平均点により３つのグループに分け、学生の授業満足度の平均値を出して、分析を行った。習
熟度の低いグループよりも高いグループの満足度が高い傾向にあることは予想どおりであった。
しかしながら、クラスを個別に見れば、このような傾向に関係なく高いあるいは低い満足度を示
す授業が行われていることも事実である。さらに、「教え方」、「教材（テキストなど）」、「アクティ
ビティ」について、習熟度別グループにより、またネイティブ教員が担当するか日本人教員が担
当するかにより、授業満足度に影響を与える要因が異なることもわかった。今後は、TOEIC IP
スコア変化のデータと合わせて、スキル別に、どのような教え方がわかりやすく効果的であり、ど
のようなアクティビティが学習者にとって適切かということについて、さらに研究を進める必要
がある。
＊ 本稿は、岡山英文学会第36回大会（2013年10月５日、岡山大学）において口答発表した原稿に
加筆・修正を施したものである。
